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わたしの

見てある記見てある記

18.  9.  1

ご
質
問
に
答
え
ま
す

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の 

分
別
収
集
に
つ
い
て

詳
し
く
は
ご
み
対
策
課
�
４
７
３
・
２
１
１
７
へ
。

　

市
で
は
、　

月
か
ら
「
容
器

１０

包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
収

集
」
を
実
施
し
ま
す
が
、
こ
れ

に
先
立
ち
、
６
月
か
ら
市
内
各

所
で
住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

各
会
場
で
出
さ
れ
た
質
問
の

う
ち
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｑ
。「
プ
ラ
」
マ
ー
ク
が
見
付

か
ら
な
い
と
き
や
汚
れ
が
ひ
ど

い
と
き
は

　

Ａ
。
判
断
で
き
な
い
も
の
、

汚
れ
の
ひ
ど
い
も
の
は
、
こ
れ

ま
で
通
り「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」

へ
出
し
て
く
だ
さ
い

　

Ｑ
。
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱

は
大
き
な
ま
ま
出
し
て
良
い
か

　

Ａ
。
大
き
さ
の
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
風
に
飛
ば

さ
れ
な
い
よ
う
に
出
し
て
く
だ

さ
い

　

Ｑ
。
白
色
ト
レ
イ
は
ど
う

や
っ
て
出
し
た
ら
い
い
の

　

Ａ
。　

月
か
ら
は
、
色
や
柄
、

１０

形
に
関
係
な
く
「
容
器
包
装
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
」
に
含
め
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。
リ
サ
イ
ク
ル

ボ
ッ
ク
ス
は
順
次
撤
去
し
ま
す

　

Ｑ
。
分
別
し
た
「
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
は
ど
の
よ
う

に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
の
か

　

Ａ
。
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

法
に
対
応
し
た
民
間
の
処
理
施

設
に
搬
入
し
、
選
別
・
圧
縮
・

こ
ん
包
と
い
っ
た
中
間
処
理
を

行
い
、
再
商
品
化
事
業
者
に
引

き
渡
さ
れ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
へ
の
材
料
リ
サ
イ
ク
ル
や
高

炉
還
元
剤
な
ど
の
手
法
で
再
商

品
化
の
処
理
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
再
商
品
化
に
か
か

る
処
理
費
用
の　

�
は
、
容
器

９５

や
包
装
物
の
製
造
・
利
用
事
業

者
等
が
負
担
す
る
よ
う
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
市
の
負
担

が
軽
減
で
き
ま
す　

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
へ

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
へ 

　
　

児

童

手

当

児　
 

童 
　

手　
 

当 

〜
特
例
措
置
は
９
月

〜
特
例
措
置
は
９
月　

日日（
金
）

（
金
）まま
でで

２９２ ９

あ
児
施
設
▽
肢
体
不
自
由
児
施
設

▽
重
症
心
身
障
害
児
施
設

　

助
成
を
受
け
る
に
は
、 
�乳
 

医
療

証
（
小
学
校
就
学
前
ま
で
）
や 
�親
 

保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
の
保
険
給

付
費
は
、
自
己
負

担
分
と
国
民
健
康

保
険
税
を
除
き
、

被
用
者
保
険
か
ら

の
拠
出
金
で
賄
わ

れ
ま
す

　

▼
対
象
と
な
る

方　

退
職
者
本
人
、

被
扶
養
者
と
も
に

下
表
の
す
べ
て
に

当
て
は
ま
る
方
で

す
。
対
象
に
な
る

方
で
ま
だ
切
り
替

え
手
続
き
を
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、保
険
年
金
課（
市

役
所
１
階
）
に
必
ず
届
け
出
て
く

だ
さ
い

　

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
▽
年
金

証
書
（
年
金
受
給
が
確
認
で
き
る

も
の
）
▽
印
鑑
（
世
帯
主
本
人
が

申
請
す
る
と
き
は
省
略
で
き
ま

　
　

月
１
日
以
降
の
乳
幼
児
医
療

１０
費
助
成
の
資
格
は
、　

年
度
（　

１８

１７

年
分
）
所
得
に
よ
り
判
定
し
ま
す
。

　

年
度
（　

年
分
）
以
前
に
所
得

１７

１６

超
過
に
よ
り
乳
幼
児
医
療
費
助
成

の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
乳
幼
児

も
、　

年
度
（　

年
分
）
で
所
得

１８

１７

の
減
少
・
扶
養
家
族
の
増
加
・
国

民
年
金
か
ら
厚
生
年
金
へ
の
変
更

等
に
よ
り
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、　

月
１
日
か
ら
所
得

１０

制
限
が
緩
和
さ
れ
る
た
め
、
今
ま

で
所
得
超
過
に
よ
り
乳
幼
児
医
療

　

▼
退
職
者
医
療
制
度
は　

国
民

健
康
保
険
の
中
で
も
被
用
者
保
険

（
健
康
保
険
、
健
康
保
険
組
合
、
共

済
組
合
等
）
に
加
入
し
て
い
た
退

職
者
本
人
の
加
入
期
間
に
応
じ
、

世
代
間
の
連
帯
の
理
念
に
基
づ
き
、

被
用
者
保
険
が
共
同
で
退
職
者
本

人
の
医
療
給
付
費
を
負
担
し
よ
う

と
す
る
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
制

度
で
す
。
ま
た
、
退
職
者
の
被
扶

養
者
に
関
し
て
も
同
様
で
す
。

　

退
職
者
医
療
制
度
の
国
民
健
康

　

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
は
、
商
店
、
工
場
、
営
業
所
、
事

務
所
、
銀
行
、
旅
館
、
学
習
塾
、
病
院
、
寺
院
な
ど
、
す
べ
て

の
事
業
所
が
対
象
と
な
る
大
規
模
な
統
計
調
査
で
す
。
統
計
調

査
の
結
果
は
国
や
都
道
府
県
、
市
区
町
村
な
ど
が
こ
れ
か
ら
の

行
政
を
考
え
る
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

９
月
下
旬
か
ら
各
事
業
所
に
、「
調
査
員
証
」
を
携
行
し
た
調

査
員
が
お
伺
い
し
、
調
査
票
を
お
届
け
し
ま
す
。
必
ず
お
受
け

取
り
に
な
っ
て
漏
れ
な
く
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
な
お
、
調
査
票

の
回
収
は　

月
１
日
以
降
に
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

１０

　

配
布
・
回
収
す
る
調
査
員
は
、
都
知
事
が
任
命
す
る
特
別
職

の
地
方
公
務
員
で
す
。
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
総
務
部
総
務
課
統
計
調
査
担
当
�
４
７
０
・
７
７

１
４
へ
。

退職者医療制度の対象者要件
被扶養者退職者本人

         ・国保加入者

         ・老人保健の適用を受けていない方

 ・退職者本人と同じ世帯で、主
にその収入によって生活し、年
間の収入が１３０万円（６０歳以上
の方や障害を持っている方は
１８０万円）未満の配偶者（内縁
関係含む）、または三親等以内
の親族の方

・厚生年金、共済
年金などの老齢年
金を受けている方
で、加入期間が２０ 
年以上、もしくは 
４０歳以降１０年以上
ある方

乳幼児医療費助成・児童手当

１８年度（１７年分）所得制限

厚生年金・各
種年金加入者

国民年金
加入者等

扶養親族等
の数（人）

５３２万円４６０万円０

５７０万円４９８万円１

６０８万円５３６万円２

６４６万円５７４万円３

６８４万円６１２万円４

７２２万円６５０万円５

※期間は、１０月１日～１９年９月３０日です。

※上記所得制限額未満の方が対象です。

１０月１日は事業所・企業統計調査の日です
９月下旬から各事業所に調査員がお伺いします

平成１８年  事業所・企業統計調査

費
助
成
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た

乳
幼
児
も
新
た
に
助
成
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

所
得
制
限
表
（
下
表
参
照
）
を

確
認
の
上
、
新
た
に
対
象
と
な
る

方
は
子
育
て
支
援
課
（
市
役
所
２

階
）
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
６
月
に
乳
幼
児
医
療
費
助
成

の
現
況
届
を
提
出
し
た
方
は
新
規

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

▼
申
請
に
必
要
な
も
の　

健
康

保
険
証
の
写
し
（
申
請
者
と
対
象

乳
幼
児
の
も
の
）
▽
印
鑑
▽　

年
１８

１
月
２
日
以
降
に
東
久
留
米
市
に

転
入
さ
れ
た
方
は　

年
１
月
１
日

１８

在
住
の
市
区
町
村
長
の
証
明
す
る

「　

年
度（　

年
分
）所
得
証
明
書
」

１８

１７

　

詳
し
く
は
同
課
�
４
７
０
・
７

７
３
６
へ
。

　

４
月
１
日
か
ら
、
支
給
対
象
年

齢
が
小
学
校
第
３
学
年
修
了
前

（
９
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
）ま

で
か
ら
、
小
学
校
修
了
前
（　

歳
１２

到
達
後
最
初
の
年
度
末
）
ま
で
に

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
所
得
制
限
も
左
表
の
通

り
緩
和
さ
れ
、
今
ま
で
所
得
超
過

で
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
も
受
給

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

改
正
に
伴
う
新
規
請
求
等
は
、

９
月　

日
（
金
）
ま
で
に
受
け
付

２９

け
た
も
の
に
限
り
、

特
例
的
に
支
給
要
件

に
該
当
し
た
日
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
支
給
し

ま
す
（
以
降
の
申
請

は
翌
月
分
か
ら
の
認
定
で
す
）。

　

詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
�
４

７
０
・
７
７
３
６
へ
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
成
立
に

よ
り
、　

月
１
日
か
ら
、
施
設
に

１０

入
所
さ
れ
て
い
る
お

子
さ
ん
の
医
療
費
の

自
己
負
担
の
導
入
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る

児
童
も
、
自
己
負
担
分
は
乳
幼
児

医
療
費
助
成
制
度
、
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
助
成
制
度
な
ど
で
助

成
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

▽
知
的
障
害
児
施
設
▽
盲
ろ
う

す
）

　

▼
手
続
き
が
済
む
と　

今
ま
で

の
一
般
の
被
保
険
者
証
（
ク
リ
ー

ム
色
）
に
変
わ
り
、
退
職
被
保
険

者
証
（
空
色
）
が
交
付
さ
れ
ま
す

　

詳
し
く
は
同
課
国
保
年
金
資
格

係
�
４
７
０
・
７
７
３
２
へ
。

国 保 情 報国 保 情 報

月
か
ら
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の

　

月
か
ら
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の 

１０１０

所
得
制
限
額
が
緩
和

所
得
制
限
額
が
緩
和

医
療
証
（　

歳
に
達
し
た
日
の
属

１８

す
る
年
度
の
末
日
ま
で
の
方
、
障

害
が
あ
る
場
合
は　

歳
未
満
ま
で

２０

の
方
）
の
交
付
申
請
手
続
き
を
子

育
て
支
援
課
（
市
役
所
２
階
）
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。　　
　

　

※
い
ず
れ
も
所
得
制
限
あ
り
。

　

詳
し
く
は
同
課
�
４
７
０
・
７

７
３
６
へ
。

被保険者証は２種類です

「退職者医療制度」を
ご存じですか

　調査は日本全国すべての
事業所や企業が対象です。
　調査にご協力ください。

　

８
月　

日
〜　

日
に
、
香
川

１７

２０

県
高
松
市
で
全
国
中
学
校
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、

西
中
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の

男
子
・
女
子
両
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
女
子
チ
ー
ム
は
二
年
連
続

し
て
全
国
制
覇
を
成
し
遂
げ
ま

し
た
。

　

西
中
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

は
、
男
女
と
も
７
月
の
都
大
会

で
優
勝
し
、
関
東
大
会
で
も
女

子
が
優
勝
、
男
子
も
３
位
で

堂
々
の
全
国
大
会
出
場
を
決
め

て
い
ま
し
た
。
女
子
チ
ー
ム
は

昨
年
の
全
国
覇
者
、
男
子
チ
ー

ム
も
春
の
全
国
大
会
優
勝
チ
ー

ム
で
あ
り
、
強
豪
チ
ー
ム
の

マ
ー
ク
は
厳
し
く
、
ビ
デ
オ
等

で
研
究
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
し
た
。
選
手
か
ら
す
れ
ば

常
勝
チ
ー
ム
と
し
て
、
相
当
の

重
圧
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
は　

日
の
女
子
チ
ー
ム
２

１９

回
戦
・
３
回
戦
を
応
援
し
て
き

ま
し
た
。
２
回
戦
で
は
硬
さ
が

目
立
っ
た
プ
レ
ー
も
、
３
回
戦

で
は
い
つ
も
の
プ
レ
ー
に
な
り
、

変
幻
自
在
か
つ
ス
ピ
ー
ド
あ
ふ

れ
る
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
プ

レ
ー
が
随
所
に
見
ら
れ
、
今
年

も
勝
て
る
と
確
信
し
て
い
ま
し

た
。
選
手
の
皆
さ
ん
が
、
日
ご

ろ
ど
ん
な
に
厳
し
い
練
習
を
し

て
い
る
か
私
に
は
分
か
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
が
自
分

自
身
と
自
分
た
ち
の
プ
レ
ー
に

誇
り
と
自
信
を
持
ち
、
見
て
い

る
人
々
を
感
動
さ
せ
る
試
合
を

行
っ
た
結
果
が
二
年
連
続
全
国

制
覇
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
皆
さ
ん
の
プ
レ
ー
本
当
に

素
晴
ら
し
か
っ
た
」、心
か
ら
お

め
で
と
う
の
言
葉
を
贈
り
ま
す
。

教
育
費
の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま

す
。

　

援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

期
間
は
１
年
間
（
年
度
途
中
で
申

請
さ
れ
た
方
の
支

給
開
始
は
、
認
定

を
行
っ
た
月
か

ら
）
で
、
毎
年
申

請
が
必
要
で
す
。

　

申
請
は
随
時
受
け
付
け
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な

い
方
や
新
た
に
市
外
か
ら
転
入
さ

れ
た
方
は
、
学
務
課
（
市
役
所
６

階
）
で
至
急
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
学
事
係
�
４
７

０
・
７
７
７
９
へ
。

教
育
費
の
一
部
を
援
助

就
学
援
助
費
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

　

市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど

に
よ
り
、
市
立
小
・
中
学
校
で
か

か
る
費
用
が
非
常
に
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
る
ご
家
庭
に
対
し
て
、

知
的
障
害
児
施
設
等
に 

入
所
し
て
い
る
方
へ


